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１ 研究課題設定の理由 

(1) これまでの経緯 

本校は鹿児島県の最南端に位置する与論島のほぼ中心に位置

する。与論島は一島一町で構成されている。鹿児島県本土とは

570 ㎞離れ，沖縄県の北端とは 25 ㎞という近さである。与論島

では昔から琉球文化に影響を受けている面が多く，現在もその

色合いは強い。生活様式や文化だけでなく，与論島全体で用い

られる言語（方言）ユンヌフトゥバは，沖縄の方言とも共通す

るところも多い。 

昔から島でつかわれてきた方言「ユンヌフトゥバ」であるが，時代の流れとともに共通語が多くつ

かわれるようになり，また，旅人（タビンチュ）と呼ばれるＩターン者も多く来島し，与論島で生活

するようになったため，保護者世代はユンヌフトゥバよりも共通語を用いることが多くなった。それ

でも，島に住む高齢者の日常の会話やもともとの与論人（ゆんぬんちゅ）同士の会話は今でもユンヌ

フトゥバが主であり，島の人々はこのユンヌフトゥバを島の宝として，いつまでも残していきたいと

いう願いをもっている。 

このような地域の願いを受け，本校では郷土教育の一環として，平成 17 年度より総合的な学習の時

間の一テーマに掲げ，地域の民俗学の研究に携わっている方を指導者に迎え，挨拶や日常会話などを

学ぶ時間を設定し，ユンヌフトゥバ学習に取り組んできた。 

(2) 学校の課題から 

これまで取り組んできたユンヌフトゥバ学習は，人対人の会話が中心で，地域の指導者の都合に併

せ指導日を設定し，指導を受ける形で進めてきた。しかし，月に一度１時間の指導では，なかなか学

習の深まりを感じることができなかった。祖父母と同居している子どもや日頃からユンヌフトゥバを

つかっている家庭の子どもは，ユンヌフトゥバを聞いて理解することはできるものの，ユンヌフトゥ

バをつかって日常会話ができる子どもは一人もいない状況にある。このような中，月に１回程度のユ

ンヌフトゥバ学習以外にも，子どもが自分で進められるユンヌフトゥバ学習の教材を開発することが

できれば，少しでもユンヌフトゥバにふれる機会が増え，そして実際に指導者や家族を相手につかっ

てみようとする意欲が高まるのではないかと考え，本研究課題を設定し，教材開発に着手することに

した。 
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【用紙で作った教材】 

２ 研究の目的 

児童が気軽に挨拶や言葉，日常会話等を閲覧できるようなデジタル教材を開発し，子どもたちが自由

に活用できる環境を整えることで，これまで以上にユンヌフトゥバに関わり，接することができ，学習

の深まりと共に，ユンヌフトゥバの理解をはじめ，郷土理解や与論への愛着を深めることができるよう

になる。 

 

３ 研究の実際 

(1)  教材のデジタル化 

本校のユンヌフトゥバ学習は，低・中・高学年に分

かれ，それぞれ年に 10 時間を設定している。そこでは

言葉や挨拶，品物の名前といった単語を中心としたユ

ンヌフトゥバが中心である。（右指導計画参照）  

前述のように，ユンヌフトゥバ学習ではその特殊性

から，学習に当たってはどうしても地域のボランティ

アの存在が不可欠であり，ユンヌフトゥバを実際に話

せたり，共通語をユンヌフトゥバで置き換えたりする

ことができるボランティアの協力で子どもたちの学びが

深まっている。しかし，実際は月に１時間の学習である

ため，１時間のうちの前半を前回の復習に当ててしまう

ことが多く，その時間の計画に出てくる新しい言葉や表

現を学ぶ時間は 30 分程度なのが現実である。 

このことから，ユンヌフトゥバ学習で用いている教材

をデジタル化し，パソコンで事前に学習したり，授業後

の復習に用いたりすることができるようにすれば,復習

の時間が簡素化できたり，必要に応じて自学したりする

ことができると考えた。 

右の写真は，低学年第４時の「体の部位を表す言葉」

で使っている教材で，共通語で書かれた体の部位がユン

ヌフトゥバで表記されている。担任はこれを用いて，ボ

ランティアの方に発音してもらいながら，子どもたちに

学ばせていた。 

このような用紙で作られた教材を，次の図のようなに

プレゼンテーションソフトでデジタル化を行った。パソ

コンを使い，プレゼンテーションソフトを起動し，知りたい部位のマークをクリックすると，地域の

ボランティアの声で読まれたユンヌフトゥバが聞こえる。それまでのユンヌフトゥバがカタカナで書

かれた用紙を用いて，カタカナを読むという表記に頼る学習であったことから，音声に慣れ親しむと
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【デジタル化した教材】 

【与論のことわざカレンダー】 

いう外国語活動（英語学習）の要素を取り入れたものと

なるように工夫を凝らした。 

このほか，これまで子どもたちに写真や具体物で提示

してきた野菜や果物などの食べ物についても，同じよう

にデジタル化し，パソコン操作によって，子どもが自分

で知りたいユンヌフトゥバを，選んで聞くことができる

ようにした。一人のボランティアで 30 人近くの子どもを

相手にする授業では，一人一人の学びの要求に対応する

ことが難しいため，このようなデジタル教材を作成し，

パソコンで自由に扱うことができるようにすることが有効であるのではないかと考えた。 

(2)  ユンヌフトゥバの教材開発 

ユンヌフトゥバを総合的な学習の時間で取り扱うようになって

８年，地域のボランティアの協力も得つつユンヌフトゥバの学習が

定着してきた。本町には本校を含め三つの小学校があり，それぞれ

の学校においてもユンヌフトゥバの学習に取り組んでいる。また，

与論町教育行政の重点課題，３『学校教育の充実』においても「ユ

ンヌフトゥバ等郷土教育の充実と国際教育及び情報教育」の推進を

掲げ，町としても方言の継承等を重点として取組を進めている。そ

の一つが右の写真の「与論のことわざカレンダー」の作成と配付，

活用である。与論町教育委員会が中心となり，与論に昔から伝わる

ことわざを日めくりカレンダーとして作成し，小中高校，子ども

園，関係機関等に配布し，活用を勧めている。このこと

わざカレンダーもユンヌフトゥバをカタカナで表記して

いるため，読み方の分からない小学生や保護者には伝わ

りにくいという意見も聞かれ，デジタル化を行い，少し

でも音声で聞くことができるように取り組んだ。 

全部で 31 日分あることわざを，選択できるようにし，

日にちごとにことわざとその簡単な意味を付け加えた説

明を表し，音声が聞けるようにした。これまでは日めく

り式でことばを見るだけであったが，デジタル化すること

で音声を聞くことができるため，これまでのカレンダーと

併せて使用することでより一層与論のことわざに親しむこ

とができるようになると考えた。 

右上の写真に例として出した３日のことわざ「思イドゥ

運命，請ドゥ幸運」を右のように作成した。 

このようにして，町で勧めているユンヌフトゥバの取組
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について，教材として開発することで，学校のみならず，家庭や地域においてもユンヌフトゥバに慣

れ親しむ機会を増やすことができ，町教育行政重点課題の一つにおいて，解決に向けた一方策に寄与

することができると考える。 

 

(3)  授業や休み時間での活用 

ア ユンヌフトゥバ学習（総合的な学習の時間・創意の時間）における活用 

  本校では，前述のとおり全学年において年間 10 時間のユンヌフトゥバ学習を設定している。３年

生以上は総合的な学習の時間，１・２年生は創意活動の時間の指導計画に位置付け，学習に取り組

んでいる。 

  これまでのユンヌフトゥバ学習の反省や課題を基

に，今回デジタル化した教材を用いて，実際の授業

でどのような活用が図られるのかを検証した。１・

２年生の授業において，体の部位について学ぶ時間

に，ボランティアの方の指導と併せ，本教材を使用

させてみた。 

はじめに全体で部位の読み方や発音の仕方を学ん

だ後，グループや個人で練習をするときに使わせて

みた。教室内ではあちらこちらから練習する子ども

たちのユンヌフトゥバの声が響き，教材の音声が聞

き取りにくいという反省もあったが，ボランティア

の方一人に質問できる子が一人という状況では使い

方を工夫することで，より効果的に活用が図られる

のではないかという感想をもつことができた。 

イ 休み時間における活用 

  校舎の階段に日常使うユンヌフトゥバを掲示

している。カタカナで書かれていてもユンヌフ

トゥバに親しむという点で，子どもたちに意識

させることを目的としている。 

発音の難しいユンヌフトゥバを音声で聞き，

耳からの情報として覚えることがより有効であ

ると考え，給食時間に校内放送でボランティア

の方による音声を流していた。「いただきます。

タバーラリュンドー」「ごちそうさま。マサイビュータン」という挨拶の単語がほとんどであった。

しかし，例えば「こんにちは」を表わす言葉がユンヌフトゥバにはない，というように共通語で表

される言葉と同じ意味をもつユンヌフトゥバがないということもあり，単に音声や単語だけを聞い

ても，言葉そのものを覚えるだけで，会話などにつかえるようにはならなかった。 
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そこで，これまで音声で聞きなれているユンヌフ

トゥバをどのような状況でつかえばよいかというこ

とが理解できるような教材を作ることで，会話の中

身や会話の状況に応じたユンヌフトゥバのつかい方

が認識できるようになるのではないかと考え，次の

ような教材を作成した。 

前述のとおり，「こんにちは」に相当するユンヌフ

トゥバはないということをふまえ，「共通語のこの言

葉に相当するユンヌフトゥバは何？」という考え方

から，「このような状況で使うユンヌフトゥバは何？」

という考え方で教材を作成した。 

右のように日常の様々な状況を設定し，そのとき

にはユンヌフトゥバで何と言えばよいかということ

で作成を行った。 

最初の画面で状況を選択すると，次のような画面

が現れ，選択した状況とそのときに使うユンヌフト

ゥバをカタカナで表記し，そして実際に音声で聞く

ことができるようにした。このようにしてこれまで，

耳で聞いていたユンヌフトゥバを具体的な場面でつ

かうことができるようにした教材を授業のほか，休

み時間でも子どもたちにふれさせるようにした。特

に，低学年の子どもたちはユンヌフトゥバそのもの

を覚えることは早く，給食時間の放送でユンヌフト

ゥバは覚えており，この教材で，知っているユンヌフトゥバがどのような場面でつかえばよいかと

いうことが理解できつつある。 

 

４ 研究の成果と今後の課題 

(1) 研究の成果 

○ 現在活用している紙や音声ＣＤなどのユンヌフトゥバの教材等をパソコンで使えるようにしたこ

とで，これまで地域ボランティアの方の協力を得なければ進めることが難しかったユンヌフトゥバ

の学習が担任により簡単に進められるようになった。 

○ 子どもがパソコンで簡単に自由に操作し，自分の興味のあるユンヌフトゥバについて，見たり聞

いたりすることができる教材を作成したことで，これまで以上にユンヌフトゥバを覚えたい，話し

たいという意欲を高めることができた。 

(2) 今後の課題 

○ 作成した教材はまだまだ数が少ない。年間 10 時間で学年部ごとに計画されているユンヌフトゥバ
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学習の教材として確立するために，さらなる改善を進める必要がある。 

○ ボランティアの指導が必要な場面とパソコンの教材だけで進められる場面とを明確にすることで，

その時間の目的やねらいに応じた計画がなされ，もっとボランティアの指導を生かすことができる

ようになると考える。 

○ 今年度は教材開発を目的とし，ユンヌフトゥバ学習の実際の授業内容を見て，このような教材が

あればこの場面で活用できるといった観点で進めてきたため，実際に授業において教材を活用でき

た部分は少なかった。今年度の研究をもとに，次年度実際にどのように活用を進めることがよりよ

い教材の活用につながるのか，吟味していく必要がある。 

○ ユンヌフトゥバは，与論町の中でも集落によって

違いがある。今後はこの教材を町内に広げ，各学校

で自校化したり，各集落で自分たちの使うユンヌフ

トゥバに修正したりして，いつまでも後世に伝えて

いけるようその手立てを模索する一方策となれば有

難い。 
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